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港区平和都市宣言

　かけがえのない美しい地球を守り、世界の恒久平和

を願う人びとの心は一つであり、いつまでも変わるこ

とはありません。

　私たちも真の平和を望みながら、文化や伝統を守り、

生きがいに満ちたまちづくりに努めています。

　このふれあいのある郷土、美しい大地をこれから生

まれ育つこどもたちに伝えることは私たちの務めです。

　私たちは、我が国が『非核三原則』を堅持すること

を求めるとともに、ここに広く核兵器の廃絶を訴え、

心から平和の願いをこめて港区が平和都市であること

を宣言します。

　　昭和60年8月15日

港　　区　　
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区
は
、
戦
後
40
年
に
あ
た
る
昭
和
60
年
8
月
15
日

に
、
広
く
核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
る
と
と
も
に
心
か

ら
平
和
の
願
い
を
こ
め
て
「
港
区
平
和
都
市
宣
言
」

を
行
い
ま
し
た
。

戦
後
80
年
・
港
区
平
和
都
市
宣
言
40
周
年
を
迎
え

よ
う
と
す
る
現
在
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
戦
争
体

験
者
か
ら
当
時
の
経
験
や
思
い
を
直
接
聞
く
機
会
は

ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
暮
ら
す

こ
こ
港
区
も
、
か
つ
て
空
襲
に
よ
っ
て
区
域
の
約
半

分
が
焦
土
と
化
し
、
多
く
の
方
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
こ
の
瞬
間
に
も
戦
争
に
よ
っ
て
平
穏
な

暮
ら
し
を
奪
わ
れ
、
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
が
世
界

各
地
に
い
ま
す
。

幅
広
い
世
代
が
、
戦
争
や
戦
争
が
も
た
ら
す
惨
禍

を
自
分
ご
と
と
し
て
と
ら
え
、
次
世
代
に
戦
争
の
悲

惨
さ
を
伝
え
て
い
く
こ
と
、
平
和
や
命
の
尊
さ
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
、
ま
す
ま

す
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
6
年
に
は
、
被
爆
者
の
立
場
か
ら
核
兵
器
の

廃
絶
を
訴
え
続
け
た
日
本
被
団
協
（
日
本
原
水
爆
被
害
者

団
体
協
議
会
）
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
、
核
兵

器
の
な
い
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の
努
力
と
、
核
兵

器
が
二
度
と
使
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
証
言
に

よ
っ
て
示
し
て
い
く
こ
と
の
意
義
や
重
要
性
が
、
世

界
に
広
く
伝
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
発
行
す
る
「
戦
争
・
戦
災
体
験
集
（
第

4
集
）」
で
は
、
区
内
在
住
・
在
学
の
学
生
が
、
83
歳

か
ら
1
0
1
歳
ま
で
の
11
名
の
戦
争
体
験
者
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
当
時
自
分
た
ち
と
同
じ
よ
う
に

子
ど
も
・
若
者
だ
っ
た
方
々
が
、
戦
争
や
そ
の
前
後

に
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
た
か
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ

の
平
和
へ
の
思
い
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
特
に
若
い
世
代
に
対
し
、
こ
の
体
験
集
を
通

じ
て
、
地
域
で
起
こ
っ
た
こ
と
や
体
験
者
の
証
言
を

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
、
構
成
や
表
現
に
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。

多
様
な
人
が
暮
ら
し
、
多
く
の
人
や
モ
ノ
、
文
化

が
行
き
交
う
「
港
」
で
あ
る
こ
の
ま
ち
で
生
ま
れ
育

つ
皆
さ
ん
が
、
戦
争
が
過
去
に
人
々
の
命
や
暮
ら
し
、

選
択
を
奪
っ
た
こ
と
を
知
り
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
、

更
に
そ
の
思
い
を
様
々
な
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で

伝
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

本
書
の
発
行
に
あ
た
り
、
時
に
涙
な
が
ら
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
、
資
料
提
供
、

編
集
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
全
て
の
方
々
に
、
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

港
区
戦
争
・
戦
災
体
験
集
︵
第
4
集
︶
の
発
行
に
あ
た
っ
て
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戦
後
80
年
と
呼
ば
れ
る
年
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
が
国

家
意
思
と
し
て
の
戦
闘
を
停
止
し
た
1
9
4
5
年
8
月
15

日
（
国
際
法
上
は
9
月
2
日
）
か
ら
80
年
が
経
過
す
る
わ
け
で

す
が
、
逆
に
1
9
4
5
年
か
ら
80
年
遡
る
と
1
8
6
5
年
、

慶
応
2
年
に
な
り
ま
す
。
1
8
6
8
年
の
明
治
維
新
の
前

後
と
し
て
捉
え
る
と
、
日
本
の
近
代
以
降
の
歩
み
の
半
分

は
戦
争
の
繰
り
返
さ
れ
た
時
代
、
後
半
は
、
日
本
自
身
は

戦
争
の
主
体
と
な
ら
な
か
っ
た
時
代
と
み
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

し
か
し
そ
の
後
半
の
時
代
に
お
い
て
も
、
世
界
で
は
戦

争
が
絶
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
が
、
国

家
と
し
て
の
意
思
を
戦
争
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
訴
え
る

こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
全
て
だ
と
は
考
え
ま
せ

ん
が
、
少
な
く
と
も
日
本
人
が
戦
争
と
い
う
も
の
に
、
非

常
に
強
い
忌
避
の
感
覚
を
持
ち
続
け
て
き
た
こ
と
が
、
こ

の
80
年
の
戦
火
を
交
え
な
い
歴
史
の
一
つ
の
契
機
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
そ

れ
は
、
学
校
で
習
う
な
ど
の
「
知
識
」
と
し
て
の
戦
争
へ

の
嫌
悪
と
い
う
よ
り
も
、
戦
争
に
対
す
る
体
験
的
な
感
覚

─
─
自
ら
の
体
験
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
自
分
の
両
親

や
祖
父
母
、
近
所
の
人
な
ど
、
身
近
な
者
か
ら
伝
え
聞
き
、

感
じ
取
っ
た
感
覚
も
含
む
─
─
に
よ
る
力
が
大
き
か
っ
た

と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

国
際
政
治
は
冷
徹
な
も
の
で
、
人
道
主
義
も
人
間
愛
も

生
命
の
尊
さ
の
主
張
も
、
圧
倒
的
な
武
力
格
差
の
前
で
は

無
力
で
あ
る
こ
と
も
、
人
類
が
体
験
し
て
き
た
悲
し
い
現

実
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
で
す
。
戦
争
を
求
め
ず
、

し
か
し
戦
争
を
忘
れ
ず
─
─
。
戦
争
の
時
代
の
先
人
た
ち

の
歴
史
を
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
歩
み
に
お
い
て
、
さ
ら

に
は
世
界
の
歴
史
に
お
い
て
、
意
味
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
、

し
続
け
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
後
に
続
く
世
代
は
担
い
続

け
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

港
区
と
し
て
こ
の
よ
う
な
形
で
戦
争
体
験
を
記
録
す
る

試
み
は
、
今
回
が
最
後
に
な
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の

記
録
が
、
過
去
の
分
も
含
め
て
末
永
く
読
み
継
が
れ
、
少

し
で
も
力
を
持
ち
続
け
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

本
書
に
収
録
し
た
体
験
記
は
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
代
の
読

み
手
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
よ

う
、
次
の
よ
う
な
方
針
で
編
集
・
作

成
し
ま
し
た
。

港
区
の
平
和
青
年
団
お
よ
び
港
区
平
和
都
市
宣
言
40
周
年
事
業
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
聴
き
取

り
を
行
い
、主
旨
を
ま
と
め
文
章
に
し
て
い
ま
す
。
口
語
体
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
を
文
章
化
し
た
際
、分
か
り
に
く
い
も
の
は
、

表
現
を
一
部
修
正
し
ま
し
た
。

投
稿
い
た
だ
い
た
原
稿
は
、
原
則
と
し
て
原
文
を
尊
重
し
ま
し
た
が
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
本
人
の
了
解
を
得
な
が
ら
表
記
の

修
正
を
し
た
も
の
や
原
文
の
一
部
の
み
の
掲
載
と
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
漢
字
は
、原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
ま
し
た
が
、固
有
名
詞
な
ど
、一
部
常
用
漢
字
表
に
な
い
漢
字
も
用
い
て
い
ま
す
。な
お
、

人
名
や
常
用
漢
字
表
に
な
い
漢
字
が
含
ま
れ
る
語
句
な
ど
に
は
、
ふ
り
が
な
を
ふ
っ
て
い
ま
す
。（
原
則
、
部
ご
と
の
本
文
初
出
の
み
）。

②
口
述
内
容・原
文
の
尊
重
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、現
在
あ
ま
り
使
用
さ
れ
て
い
な
い
言
葉
は
、言
い
換
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
言
い
換
え
が
困
難
な
も
の
、
ま
た
は
言
い
換
え
る
と
意
味
や
語
り
手
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
伝
わ
ら
な
い
も
の
は
、
そ
の
ま
ま

使
用
し
て
い
ま
す
。

③
本
書
の
目
的
は
、
当
時
の
個
人
の
戦
争
・
戦
災
体
験
談
を
読
み
手
に
伝
え
る
こ
と
で
す
。
史
実
に
つ
い
て
は
で
き
る
限
り
配
慮

し
ま
し
た
が
、
一
部
事
実
確
認
が
で
き
な
い
事
象
・
内
容
も
、
体
験
者
の
記
憶
を
尊
重
し
、
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。

④
当
時
使
用
さ
れ
て
い
た
言
葉
で
、
現
在
で
は
不
適
切
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
口
述
内
容
・
原
文
尊
重
を
原
則
と
し
、

そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

⑤
戦
争
体
験
者
お
よ
び
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
の
年
齢
は
、
原
則
、
令
和
7
（
2
0
2
5
）
年
3
月
31
日
時
点
の
も
の
で
す
。

凡
例

1
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て

2
手
記
に
つ
い
て

3
共
通
項
目

慶應義塾 福澤研究センター 准教授
都倉武之……とくら・たけゆき

監修にあたって
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

70

疎
開
し
た
の
に
栄
養
失
調
　「
迎
え
に
来
て
」
と
書
い
た
は
が
き
は
検
閲
で
没
収
さ
れ
ま
し
た

泉 

宏 

さ
ん
（
い
ず
み
・
ひ
ろ
し
）  

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

80

「
日
本
は
負
け
る
ぞ
」
と
諭
す
兄
に
「
い
ざ
と
な
っ
た
ら
神
風
が
吹
く
」
と
僕
は
言
い
返
し
た
の
で
す

井
上 

繁 

さ
ん
（
い
の
う
え
・
し
げ
る
）  

・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

90

「
な
ぜ
こ
ん
な
死
に
方
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
ん
だ
ろ
う
」
大
量
の
焼
け
た
遺
体
に
呆
然
と
し
ま
し
た

可
児 

忍 

さ
ん
（
か
に
・
し
の
ぶ
）  

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

100

負
け
る
こ
と
を
予
想
し
て
い
た
軍
の
内
部
　
豊
富
に
蓄
え
ら
れ
て
い
た
物
資
を
将
校
た
ち
は
要
領
よ
く
持
ち
帰
っ
て
い
っ
た

河
村
弘
一 

さ
ん
（
か
わ
む
ら
・
こ
う
い
ち
）  

・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

110

手
縫
い
の
グ
ロ
ー
ブ
で
白
球
を
追
う
焼
け
跡
の
野
球
少
年

髙
橋
雅
雄 

さ
ん
（
た
か
は
し
・
ま
さ
お
）  

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

120

ま
わ
り
で
燃
え
る
焼
夷
弾
の
火
を
端
か
ら
ス
コ
ッ
プ
で
叩
い
て
一
生
懸
命
に
消
し
ま
し
た

武 

恒
雄 

さ
ん
（
た
け
・
つ
ね
お
）  

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

130

芋
で
作
っ
た
飴
を
運
び
闇
市
の
問
屋
で
売
り
さ
ば
い
た
お
金
で
家
族
み
ん
な
が
生
き
抜
い
た
ん
で
す

中
嶋
房
子 

さ
ん
（
な
か
じ
ま
・
ふ
さ
こ
）  

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

140

い
つ
で
も
白
い
ご
飯
を
好
き
な
だ
け
食
べ
ら
れ
る
　
そ
ん
な
幸
せ
な
こ
と
っ
て
な
い
ん
で
す
よ

港
区
平
和
都
市
宣
言  
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

3

港
区
戦
争
・
戦
災
体
験
集
（
第
4
集
）
の
発
行
に
あ
た
っ
て  

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

5

4
戦
時
中
の
暮
ら
し

国
民
の
総
動
員
へ  
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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・
・
・
・
・
・
・
・
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

35

統
制
さ
れ
る
衣
・
食
・
住  

・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

37

モ
ノ
で
み
る 

戦
争
中
の
衣
・
食
・
住  

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

38

5
戦
争
と
子
ど
も
・
女
性

勤
労
動
員
と
学
童
疎
開  

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

40

港
区
に
お
け
る
勤
労
動
員
・
学
童
疎
開  

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

43

地
図
で
み
る 

港
区
の
学
童
疎
開  

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

44

戦
時
下
の
女
性
た
ち  

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

46

CO
LU
M
N 

コ
ラ
ム  

戦
前
の
学
制  

・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

48

6
終
戦
と
復
興

終
戦
と
占
領
統
治  
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

49

港
区
の
戦
後
復
興  

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

52

CO
LU
M
N 

コ
ラ
ム  

港
区
と
「
終
戦
」  

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

55

年
表
　
近
代
の
戦
争
と
港
区 
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・
・
・
・
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

56

港
区
戦
争
史
跡
め
ぐ
り 
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

60

平
和
の
願
い
を
こ
め
て

2
0
2
5

─
今
、
語
り
継
ぐ
　
戦
争
の
体
験
─

港
区
戦
争
・
戦
災
体
験
集
第
4
集

目
次

第
1
部

港
区
と
戦
争

特
集

 
■ 

第
2
部

戦
争
体
験
の
記
録

監
修
に
あ
た
っ
て  

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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・
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・
・
・
・
・
・
・
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・
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・
・
・
・
・
・
・
・
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

6

凡
例  
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

7

中
西
寿
一 

さ
ん
（
な
か
に
し
・
じ
ゅ
い
ち
）  

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

150

焼
き
払
わ
れ
た
自
宅
の
跡
に
シ
ン
ク
と
ジ
ャ
ム
の
缶
だ
け
が
残
っ
て
ま
し
た

廣
瀬
房
代 

さ
ん
（
ひ
ろ
せ
・
ふ
さ
よ
）  

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

160

川
へ
向
か
う
か
、
山
へ
向
か
う
か
　
燃
え
さ
か
る
下
町
を
逃
げ
な
が
ら
そ
れ
が
命
の
分
か
れ
道
と
な
り
ま
し
た

森 

信
子 

さ
ん
（
も
り
・
の
ぶ
こ
）  

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

170

も
っ
と
数
学
を
勉
強
し
た
い
!
　
せ
っ
か
く
進
学
し
た
東
京
で
の
学
び
は
、
戦
争
で
絶
た
れ
た
け
れ
ど
…
…

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て 
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・
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・
・
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180

1
隣
組 
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・
・
・
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・
・
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・
・
・
・
・
・
・
・

72

2
空
襲
に
耐
え
た
山
陽
堂
書
店 

・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

85

3
戦
災
孤
児 

・・・
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

86

4
映
画
『
ハ
ワ
イ
・
マ
レ
ー
沖
海
戦
』 

・・
・
・
・

92

5
建
物
疎
開 

・・・
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

94

6
東
京
造
兵
廠 
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104

7
八
木
ア
ン
テ
ナ 
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

107

8
白
金
の
映
画
館
、
演
芸
館 

・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

116

9
「
青
バ
ッ
ト
」
の
大
下
弘 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

117

10
軍
事
教
練 
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・
・
・
・
・
・
・
・
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・
・
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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・

124

11
軍
需
工
場 
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・
・
・
・
・
・
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126

12
ア
メ
横 
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・
・
・
・
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・
・
・
・
・
・
・
・
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・
・
・
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・
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136

13
担
ぎ
屋 

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

137

14
機
銃
掃
射 
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

145

15
指
定
食
堂 

・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

147

16
占
領
下
の
米
軍
施
設 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

156

17
60
年
安
保
闘
争 

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

157

18
千
人
針 

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

162

19
宇
都
宮
の
輜
重
兵 

・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

173

20
農
村
へ
の
学
徒
勤
労
動
員 

・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

176

コ
ラ
ム
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40
年
の
あ
ゆ
み  

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

188

戦
争
・
戦
災
体
験
集
を
ふ
り
か
え
る

第
1
集
か
ら
第
3
集
ま
で

地
図
で
読
む
　
旧
芝
区  

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

190

地
図
で
読
む
　
旧
麻
布
区  

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

192

地
図
で
読
む
　
旧
赤
坂
区  

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

194

テ
ー
マ
で
読
む  

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

196

用
語
解
説 

 

・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

202

協
力 

 

・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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・
・
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

208

第
3
部

港
区
平
和
都
市
宣
言
40
周
年
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